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（キーワード）　�経費削減、人件費削減、物件費削減、経費率、生産性向上

（点　ࢹ）
　信༻金ݿのି出金རଉは�連続でલ期を下ճͬており、ऩӹྗの下がਂࠁである。こうし
たঢ়گ下、ʮऩೖʯの減少をʮࢧ出ʯの੍でΧόーする͘、ଟ͘の信༻金ݿがਓ݅අと݅
අの྆໘でܦඅ減にྗして͍る。たͩし、ٻΊΒΕて͍るのは期తなܦඅ減ޮՌでは
な͘、中期తなӦ業ྗのڧԽにͭながる、͍͑ݴるとੜੑ࢈上に資するൈ本తなܦඅߏ
վֵであΖう。ͦこで本ߘでは信༻金ݿのܦඅ減のऔΈに͍ͭて、ෳ数信༻金ݿのώ
ΞϦンά・ҙަݟの݁Ռをߟࢀにऔり上͛る。

　なお、本γϦーζは信金中ԝ金ݿ	地域・中小企業研究所が、信༻金ݿのܦӦઓུのࡦఆをࢧ
ԉするたΊ、ฏ2�に։࠵したʮܦӦઓུϓϥンχンά研मʯおよͼʮ信༻金ܦݿӦに
る࣮研मʯでのσΟεΧογϣン༰に加͑、信༻金ݿのऔࡐ༰をとりまとΊたの
となる。

（ཁ　ࢫ）
	ฏ28の信༻金ݿのܦඅは、લ期比0.�%減の1ஹ3,44�ԯԁとなり、2連続でલ期を下

ճͬた。༬金増ありܦඅ率は0.�8%まで下して͍る。
	信༻金ݿのܦඅ減ࡦは、大き͘ਓ݅අと݅අの減͔Βなる。ݱঢ়、ਓ݅අの大෯

減はࠔと͞Ε、݅අ減にੵۃతな信༻金ݿのํがଟ͍ようͩ。
	期తなܦඅ減ではな͘、ੜੑ࢈上に資するܦඅ減がٻΊΒΕて͍る。ここにきて

৫ԣஅのઐ୲৫をཱち上͛る信༻金ݿが増͑てきた。
	ܦඅ減の࣮ޮੑをߴΊるには৬һҰਓͻとりの当ऀࣄҙࣝが大切と͞Εる。大߲の

。減のੵ上͛ޮՌにがूまる͍͔ࡉ、に࣌減とಉඅܦ
	ܦඅ減ࡦをݕ౼するࡍの՝は、ᶃ৬һのҙࣝվֵ、ᶄγεςムԽのޮՌଌఆ、ᶅܧ

続తな׆ಈの࣮ࢪなͲとなる。

ௐ ࠪ
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͡Ίʹ　　

　信༻金ݿのି出金རଉは�連続でલ期を

下ճͬており、ऩӹྗの下がਂࠁである。

こうしたঢ়گ下、ʮऩೖʯの減少をʮࢧ出ʯ

の੍でΧόーする͘、ଟ͘の信༻金ݿが

ਓ݅අと݅අの྆໘でܦඅ減にྗして

͍る。たͩし、ٻΊΒΕて͍るのは期తな

ڧ減ޮՌではな͘、中期తなӦ業ྗのඅܦ

Խにͭながる、͍͑ݴるとੜੑ࢈上に資

するൈ本తなܦඅߏվֵであΖう。

　ͦこで本ߘでは信༻金ݿのܦඅ減のऔ

Έに͍ͭて、ෳ数信༻金ݿのώΞϦン

ά・ҙަݟの݁Ռをߟࢀにऔり上͛る。

　　　　　　　අの推移ܦ．1

ಈݮඅのܦ（1）

　ฏ28の信༻金ݿのܦඅは、લ期比

0.�%、8�ԯԁ減少の1ஹ3,44�ԯԁとなり、2

連続でલ期比減少した（ਤද1）。信༻金

にあり、18අは؇͔な減少ํܦのݿ

との比ֱでは�.1%減となる。

අの༁をΈると、ਓ݅අがલ期比ܦ　

0.8%減少の8,1�4ԯԁとなり2連続で、݅

අは0.1%減少の4,�8�ԯԁとなり3連続で、

ͦΕͧΕલ期を下ճͬた。18と比ֱす

ると、4.�%、8.�%の減少であͬた。

　信༻金ݿのܦඅが減少するҰํで、༬金

අ率はܦの増加が続͍た݁Ռ、28のߴ

0.�8%となり、18͔Β0.32ϙΠンτ下

した（ਤද2）。ਓ݅අ率、݅අ率とに

下しており、18との比ֱではਓ݅අ

率が0.1�ϙΠンτ、݅අ率は0.13ϙΠンτ

の下となる。

（2）地区別・預金ن別のಈ

　ᶃ　地区別

　28の地区別のܦඅは、લ期比増加

したࠃ࢛をআき、10地区でલ期比減少し

た（ਤද3）。減少した地区では、北海ಓ

（2.�%減）、中ࠃ（1.8%減）なͲの減少率

がཱͭ。なお、28のܦඅにΊる
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ਤද1　ܦඅの推移

（උߟ）1	．本ߘではଞ業ଶとの߹ซをྀߟして͍な͍。
2	．ਤද1ʙ7まで信金中ԝ金ݿ	地域・中小企業研究所࡞
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ਤද2　ܦඅの推移
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ਓ݅අׂ߹は、ࠃ࢛の�4.1%͔Β九州北部

の�3.8%までࠩがΈΒΕる。地区別のܦඅ

率では、北海ಓと東海の0.�0%が࠷

͘、南九州の1.30%が࠷͍ߴ。

　18との比ֱは、北が1�.�%減とな

り、北海ಓ（11.8%減）、東北（11.�%減）、

南九州（10.�%減）が続͘。Ұํでۙـの

減少෯は1.�%にとͲまͬた。

ᶄ　預金ن別

　༬金ن別のܦඅのಈをΈるたΊ、ܦ

අ率を༻͍て比ֱすることにした（ਤද4）。

28の信༻金ݿのܦඅ率は、લ期͔Β

0.03ϙΠンτ下の0.�8%ͩͬたが、༬金

別でΈてશ�֊でલ期比下してن

͍る。1,000ԯԁ未満の1.1�%が࠷͘ߴ、

1ஹԁ以上1ஹ�,000ԯԁ未満が0.�1%と࠷

͍なͲ、૬ରతに༬金نの大き͍֊

のํがܦඅ率͍。

　18と比ֱすると、1,000ԯԁ未満と	

1ஹ�,000ԯԁ以上の֊が0.2ϙΠンτ

の下ͩͬた΄͔、ଞの�֊は0.3ϙΠン

τの下෯となる。なお28の༬金

。අ額はਤද5のとおりであるܦ別のن

（3）信用金庫別のಈ

　28の信༻金ݿ別のܦඅは、લ期比増

加が�8金ݿ（ߏ比3�.1%）、લ期比減少は

ਤද3　地区別のܦඅ	 （୯Ґɿԯԁɺ�）

地　区 18 2� 28
18ର比 2�ର比

අ率ܦ
ਓ݅අׂ߹ ਓ݅අׂ߹ ਓ݅අׂ߹ 増減額 増減率 増減額 増減率

北 海 ಓ �3� ��.� ��� ��.� ��0 ��.8 △	 8� △11.8 △	 1� △	2.� 0.�0
東　 北 �38 �1.4 ��3 ��.� ��3 ��.2 △	 �� △11.� △	 	 � △	1.� 1.0�
東　 ژ 2,��2 ��.� 2,48� �0.� 2,4�2 �0.� △18� △	 �.1 △	 24 △	1.0 1.02
関　 東 2,�41 ��.� 2,�20 �1.� 2,�08 �1.� △132 △	 4.8 △	 11 △	0.4 1.02
北　  4�2 �0.2 3�3 ��.� 3�1 ��.1 △	 �0 △1�.� △	 	 1 △	0.4 0.��
東　 海 2,��4 �0.� 2,�3� �2.4 2,�31 �2.4 △132 △	 4.� △	 	 4 △	0.1 0.�0
ۙ　 ـ 2,�1� �8.� 2,�82 ��.3 2,��� ��.0 △	 3� △	 1.� △	 	 2 △	0.1 0.�1
中　 ࠃ �1� �0.� ��� �3.� ��� �3.0 △	 �� △	 8.3 △	 12 △	1.8 1.11
　࢛ ࠃ 2�4 ��.2 2�0 ��.0 2�4 �4.1 △	 10 △	 4.0 3 1.4 0.�3
九州北部 2�� �1.8 2�� �3.8 2�2 �3.8 △	 23 △	 8.0 △	 	 4 △	1.� 1.20
南 九 州 408 �1.� 3�� �2.� 3�3 �2.� △	 44 △10.� △	 	 1 △	0.3 1.30

߹　 計 14,328 ��.� 13,�32 �0.� 13,44� �0.� △883 △	�.1 △	8� △	0.� 0.�8

（උߟ）ԭೄ県は߹計に含む。

ਤද4　預金ن別のܦඅ
ɹ� （୯Ґɿԯԁɺ�ɺϙΠϯτ）

༬金ن
18
年
度

2�
年
度

28
年
度

18
ର比

増減෯

2�
ର比

増減෯

ʙ 1,000 1.4� 1.20 1.1� △	0.2� △	0.01
ʙ 1,�00 1.4� 1.14 1.12 △	0.33 △	0.02
ʙ 2,000 1.�0 1.1� 1.12 △	0.3� △	0.0�
ʙ 3,000 1.3� 1.04 1.00 △	0.3� △	0.03
ʙ �,000 1.33 1.02 1.00 △	0.33 △	0.02
ʙ �,000 1.33 1.04 1.02 △	0.30 △	0.02
ʙ10,000 1.30 0.�8 0.�� △	0.33 △	0.01
ʙ1�,000 1.23 0.�� 0.�1 △	0.31 △	0.03
1�,000ʙ 1.24 0.�8 0.�4 △	0.2� △	0.03

߹　 計 1.30 1.01 0.�8 △	0.32 △	0.03
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1��金（%�2.8）ݿとなͬた。

　18のܦඅと比ֱすると、�4金（%24.2）ݿ

で増加し、200金ݿ（��.�%）で減少して͍

る。このうち10%以上増加が14金（%3.�）ݿ、

10%以上減少は103金（%3�.0）ݿあͬた。

　18͔Β28のਓ݅අと݅අの増

減率を信༻金ݿ別にΈると、ਓ݅අが増加し

た信༻金ݿは�8金（%�.�2）ݿ、݅අが増

加した信༻金ݿは�3金（%23.8）ݿであͬ

た。ਓ݅අと݅අの増減関をਤ示する

と、ᶃਓ݅අ・݅අとに増加が34金ݿ

（12.8%）、ᶄਓ݅අ増加・݅අ減少が44金

ᶅਓ݅අ減少・݅අ増加が、（%�.�1）ݿ

2�金（%�.10）ݿ、ᶆਓ݅අ・݅අとに

減少は1��（��.4%）金ݿであͬた（ਤද6）。

　また、28における信༻金ݿ別のܦඅ率の

分は、ᶃ0.8%未満が18金（%8.�）ݿ、ᶄ0.8%

以上1.0%未満が84金（%31.8）ݿ、ᶅ1.0%以上

1.2%未満が118金（%�.44）ݿ、ᶆ1.2%以上1.4%

未満が3�金（%14.0）ݿ、ᶇ1.4%以上は�金ݿ

（2.�%）となͬた（ਤද7）。18の分と

比ֱすると、0.8%未満が0.3%（1金ݿ）͔Β

�.8%（18金ݿ）に上ঢするҰํで、1.4%以

上は��.2%（1�3金ݿ）͔Β2.�%（�金ݿ）と

なるなͲ、ܦඅ率の下がஶし͍。

　　　　　の類ݮඅܦ．2

　信༻金ݿのܦඅ減ࡦは、大き͘ਓ݅අの

ݱ。減と͔Βなる（ਤද8）減と݅අの

ঢ়、ਓ݅අの大෯減はࠔと͞Ε、݅අ

。のํがଟ͍ようͩݿతな信༻金ۃ減にੵ

　またܦඅ減は、૯部企ը部のΈ

ਤද5　28の預金ن別のܦඅ（ߟࢀ）
ɹ� （୯Ґɿԯԁɺ金庫）

༬金ن අܦ 信༻金ݿ数 1金ݿあたり

ʙ	 1,000 2�� 2� �.1
ʙ	 1,�00 �11 3� 13.8
ʙ	 2,000 44� 23 1�.3
ʙ	 3,000 1,0�4 44 24.4
ʙ	 �,000 2,0�2 �2 40.2
ʙ	 �,000 1,34� 22 �1.2
ʙ10,000 1,�03 20 ��.1
ʙ1�,000 1,�8� 1� 10�.1

1�,000ʙ 4,41� 20 220.8

߹　計 13,44� 2�4 �0.�
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ਤද6	　信用金庫別のਓ݅අ・݅අの૿ݮ
状況（18ˠ28）

18 27 28
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ਤද7　信用金庫別のܦඅの
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でղܾがࠔなέーεあるたΊ、৫ԣஅ

のઐ୲৫をཱち上͛る信༻金ݿがΈΒΕる。

（1）ਓ݅අのݮ

　ਓ݅අの減は、大き͘૯ਓһまたは1ਓ

あたりਓ݅අの減が表తである。Θがࠃ

の߹、Ԥถॾࠃのような（໊ࢦ・Ұ࣌）ղ

なたΊ、૯ਓһのίンτローϧは新ࠔがޏ

。の੍によるࣗવ減が中৺となる༺࠾ن

　たͩし࠾༻੍は、中長期తなਓһߏの

ΈをたΒすՄ能ੑが͘ߴ、加͑て中長期

తなਓޱ減少のରԠをצҊするとۙは৻

重なҙݟが増͑てきた。ಉ༷に1ਓあたりਓ

݅අの減に͍ͭてରԠをޡると৬һのϞ

νϕーγϣン下ୀ৬増をট͘ڪΕがあ

り、৻重な࣮ࢪがٻΊΒΕて͍る。ۙ 、ਓࣄ

੍վֵを௨͡た૯ਓ݅අの੍にऔりむ

信༻金ݿが増͑て͍る。Ռओٛの৭࠼をڧ

Ί、ݶΒΕた૯ਓ݅අの分ׂ߹をݟすこ

とで、৬һのެฏײೲಘײをߴΊるૂ͍が

ある。

（2）݅අのݮ

　݅අの減は、ᶃళฮ統ഇ߹γεςム

のվഇと͍ͬた比ֱత大きな߲をݟすख

๏と、ᶄిؾίϐー、ൢଅඅと͍ͬ

たॾܦඅの減をੵΈ上͛るख๏とがある。

ここ数は、֎部ίンαϧςΟンάձࣾを׆

༻し、γεςム資อकܖ料をݟす信

༻金ݿが増͑てきた。

（3）ઐ୲৫のઃஔ

減は、期తなऩӹվળをૂうとಉඅܦ　

けた৫վֵのଆ໘が上にੑ࢈に、ੜ࣌

大き͍。ࣗ金ݿの৫෩をม͑るඞཁがੜ

͡るέーεあり、またա͔ڈΒのܦҢで

域Խして͍るܦඅに切りࠐむέーεあΖ

う。ͦこでܦඅ減をྗڧにਪしਐΊる

͘、部ԣஅのઐ୲৫（15）ઐ部ॺ

をઃஔする信༻金ݿがある。こうした৫は

期ؒݶఆ͔ͭܦӦ（ཧࣄ長）に位ஔけ

ΒΕるࣄ例、֎部ίンαϧςΟンάձࣾを׆

༻するࣄ例がଟ͍ようである。

人件費の削減

物件費の削減

・人員の削減（採用抑制、解雇）
・１人あたり給与（賞与）の削減
・時間外手当の削減（働き方改革）
・人事制度の改革（総人件費の抑制）

・店舗統廃合（機能再設定等を含む）
・システム経費の削減
・本部経費の削減
・諸経費の削減（電気、紙、販促費等）

（分類） （主な施策）

（උߟ）信金中ԝ金ݿ	地域・中小企業研究所࡞

ਤද8　ܦඅݮの類
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3．ओͳऔྫࣄ　

　信༻金ݿは、ܦඅ減にけたॾࡦࢪにऔ

りΜで͍る。ಇきํվֵのਪਐあり、࣌

ؒ֎࿑ಇの੍をਐΊる信༻金ݿ、Ӧ業ళ

ݿむ信༻金ࠐ減率をධՁ߲にりඅのܦ

なͲ、࣮ޮੑをߴΊるたΊのҙがڽΒ

͞Εて͍る。

　以下、信金中ԝ金ݿ	地域・中小企業研究

所が、信༻金ݿのܦӦઓུのࡦఆをࢧԉする

たΊ、ฏ2�に։࠵したʮܦӦઓུϓ

ϥンχンά研मʯ（1）およͼʮ信༻金ܦݿӦ

にる࣮研मʯ（2）でのσΟεΧογϣン

༰なͲをߟࢀに、信༻金ݿにおけるܦඅ

減ࡦをհする。

（1）ਓ݅අのྫࣄݮ

りؼૣ、を੍するたΊۈ֎ؒ࣌　

（ϊー業σー）のઃఆۈࠩ࣌（ϑϨο

ΫελΠム）のಋೖなͲを࣮ࢪする信༻金ݿ

がある。たͩし、Ұ部の地域ۜߦでಋೖの࢝

まͬたࡏۈに͍ͭては、۩ମతな業

༰が不໌ྎなこと、γεςムख当のなͲ

͔Β৻重なҙݟがΈΒΕた。ۈ֎ؒ࣌の

੍は、ಇきํվֵにう長ؒ࣌࿑ಇのੋ正と

͍ͬたతがあるので、લきにऔりむ信

༻金ݿはଟ͍。

　ͦのࡍ、࣮ޮੑをߴΊるखஈとして、ύι

ίンのロάཧ（੍ڧγϟοτダウンなͲ）

ۈୀγεςムのಋೖと͍ͬたγεςムରԠ

をߦう信༻金ݿ、Ӧ業ళධՁの߲に業࣌

ؒの減ঢ়گをりࠐむ信༻金ݿがあͬた。

業ϑローͦののをݟすことがؒ࣌֎࿑

ಇの減に不Մܽと͑ߟ、業վֵ・業վ

ળと߹ͤて࣮ࢪする信༻金ݿある。

　ਓ݅අ減のऔࣄ例は以下のとおりで

ある（ਤද�）。

ਤද�　ਓ݅අݮのऔΈ（ओͳの）	

（Γのઃఆ等ؼૣ）
・	ຖि、ਫ༵をϊー業σーとし、֨ݫにӡ༻する。
。部のಛ別ਃとするࣄ業はਓとし、ͦΕ以降の࣌�を1ؒ࣌ݿऴୀ࠷	・
。をಋೖする（ϑϨοΫε）ۈ出ࠩ࣌	・
。のऔಘをਪਐするٳにରしてはৼସۈ出ٳ	・
。を30分ૣΊるؒ࣌ݿを1�分ॖすることで、ୀؒ࣌ܜٳ、を1�分ૣΊؒ࣌業࢝	・
（࣮ޮੑΛߴΊΔࡦࢪ）
・	ύιίンのロάཧおよͼ1࣌�に੍ڧγϟοτダウンするΈをಋೖする（Ԇ長はࣄલのಛ別ਃがඞཁ）。
・	ೖୀؗγεςムをಋೖし、ཧ৬を含Ίؒ࣌ཧする。
。むࠐにり（ళ長ධՁࢧ）減率をӦ業ళධՁ߲、減ඪをઃఆしのۈ֎ؒ࣌	・
。し、վળをଅすࢪを࣮ٴのଟ͍部ళの業༰のѲと原Ҽۈ֎ؒ࣌	・
（業վળ・ਓ੍ࣄվֵ）
。するࢪを࣮ࡦཧをపఈするたΊ、業εΫϥοϓなͲのޮ率Խؒ࣌	・
・	業の༏ઌॱ位をけることで、֎ؒ࣌ཧをపఈする。
・	ಇきํվֵをਐΊるたΊ、ਓ੍ࣄվֵを࣮ࢪする。
・	ਓ੍ࣄをݟし、૯ਓ݅අの増加を͑る。

（උߟ）ਤද�ʙ10まで信金中ԝ金ݿ	地域・中小企業研究所࡞

（）1	．2�は4ճ։࠵し、߹計34金3ݿ�ਓのडߨをಘた。
2	．2�はԆ1�金21ݿਓのडߨをಘた。
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（2）݅අのྫࣄݮ

　݅අの減ではళฮのޮ率Խγες

ムܦඅの減と͍ͬたख๏に加͑、Ұͭͻと

ͭのඅݟしによるܦඅ減のੵ上͛がΈ

ΒΕる。ݟしݕ౼にあたͬては、ಉنฏ

の݅අ༁とࣗ金ݿの信༻金ۉ地区ฏ・ۉ

よりۉ・地区ฏنのͦΕとを比ֱし、ಉݿ

߹はཁҼを究໌のう͑、վળにऔり͍ߴ

Μで͍る。

　また֎අなͲの減ख๏として֎部ίン

αϧςΟンάձࣾをར༻する信༻金ݿがあ

る。֎部ίンαϧςΟンάձࣾを׆༻しγε

ςムอक料なͲをద正Ձ֨に࠶ઃఆすること

で݅අ減を࣮ݱして͍る。

　ళฮళ֎$%・"5.の減をਐΊ、݅

අの減、͞ΒにはܦӦޮ率をߴΊるಈき

ߋ所༗にมݿまͬてきた。आళฮをࣗ金ڧ

することで、長期తなܦඅ減をਤる信༻金

తにςφンτళฮをۃにੵٯ）ΈΒΕるݿ

。（するಈきある༺׆

　݅අ減のऔࣄ例は以下のとおりで

ある（ਤද10）。

ਤද10　݅අݮのऔΈ（ओͳの）	

（ମ੍ࢪ࣮）
・	ローίετܦӦをࢦし、݅අ減のたΊの15をઃஔする。
・	ಇきํվֵなͲを含む業վֵ15をઃஔする。
。けた業վળをਐΊる上にੑ࢈ੜ、͍ߦしをݟӦτοϓをަ͑た本部֤部の業ܦ	・
（༧ࢉཧのపఈ）
・	本部݅අ（金ݿશମのܦඅ）のલ期比�%（10%）減をඪに͛ܝる。
。するূݕඅ༧算をຖ本部でࠪఆし、ଥ当ੑをࡍަ、એඅࠂ	・
・	1݅あたり100ສԁ以上ののߪೖおよͼӦસは、（原則）૬ੵݟりを࣮ࢪする。
・අ・部ࣨ͝とにࢧ༧ఆࢧ࣮を企ը部がѲし、当ॳ計ըにରするਐঢ়گをϞχλϦンάすることで

৬һの݅අ減にରするҙࣝ上をਤる。
・	Ӧ業ళのిؾ・ΨιϦン・ਫಓ・ྨࢴの༺減ඪをઃఆし、ຖ月減ঢ়گをެ表する。
。減額を業ਪਐのऩӹཧ߲にөする	・
（֎අのݮ）
・	ίετ減のϊウϋウをͭ࣋ίンαϧςΟンάձࣾと業ҕୗܖをక݁し、本部Ұؙとなͬて֤छҕୗ料อक

料なͲの݅අ減ϓロジΣΫτを࣮ࢪする。
。料をҾき下͛るܖ、しࢪ減ަবを࣮උձࣾిձࣾ、ਗ਼ձࣾとܯ	・
・	ਗ਼ձࣾのҕୗをݟし、ਗ਼සを減する。
・	ίϐーػのอक料、Ӧ業ं྆数のݟしを࣮ࢪする。
（ॾܦඅのݮ）
・	長期にར༻するのはߪೖし、期のར༻はϦーεを׆༻する。
。（ձ͔ࣾΒ本ମに業をすࢠ）するࢪ減を࣮අのܦるし、部औҾにݟをձࣾとの業ҕୗ関ࢠ	・
・	র໌の-E%ԽをਐΊ、ిؾを減する。
・	信༻金ݿ業քのڞ௨γεςムར༻、ෳ数金ݿとのڞಉߪೖར༻をਐΊることで、γεςムܦඅを減する。
・	ཧࣄձなͲにペーύーϨεձٞγεςムをಋೖし、ίϐーを減する。
・	ফඅ੫の計算ํ๏をҰׅ比例ํ式͔Βݸ別ରԠํ式にมߋする。
・	ব֎ࢧԉγεςムをߋվ、Ӧ業ళにλονථをಋೖし、٬ސ報ாථをペーύーϨεԽする。
（店舗・店֎$%・"T.のݟ͠等）
。ళの新ஙҠసに͍ۙྡళฮを統߹する（2͔ళの中ؒ地点に新ઃするなͲ）ࢧ	・
・	ళฮల։上、ԕִ地͔ͭ小نళฮをഇࢭする。
・	本ళपลのళฮを、統߹・ػ能ݟしを࠶͍ߦฤする。
・	आళฮのࣗݾ所༗ԽをਐΊることで、आ料の減をਐΊる。
・	ථྨをอଘするॻݿをݐઃし、Ӧ業ళのථྨのอίετを減する。
・	ళ֎$%・"5.ίーφーのうちՔಇ率の͍のはॱ次ఫୀする。
・	ళ֎$%・"5.のར༻݅数࠾算（ऩࢧ）ঢ়گをѲし、आ料のҾ下͛ަবを࣮ࢪする。
・	ళ಄の྆ସػをഇࢭ（ఫڈ）する。
・	ؒ金ݿをഇࢭする。
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　　　　　　　　　　՝౼ݕ．4

、の՝としてはࡍする౼ݕをࡦ減අܦ　

ᶃ৬һのҙࣝվֵ、ᶄγεςムԽのޮՌଌ

ఆ、ᶅܧ続తなݟしの࣮ࢪなͲがある。

（1）役職員のҙࣝվֵ

Ίるには、Ұਓͻとߴ減の࣮ޮੑをඅܦ　

りの৬һの当ऀࣄҙࣝをߴ༲するඞཁがあ

る。৬һのな͔には、hた͘͞Μܦඅをͬ

て、ͦ Ε以上にՔ͛ྑ͍ とɦ͔、h ͘ま

でಇ͍て͍る৬һのํがؤுͬて͍るのでධ

ՁするきʱなͲの͑ߟをऀ͍ͭ࣋よう。

　こΕ͔Βの信༻金ܦݿӦは、より少な͍ܦ

Ӧ資ݯ（ܦඅ）のೖで、࠷大のޮՌ（ऩӹ

）を֫ಘすることが大切と͞Εる。ࢧళ長

がޮ率తなࣗళӡӦにऔりむたΊに、Ӧ

業ళ৬һの業ؒ࣌ॾܦඅの減ঢ়گをӦ

業ళධՁにりࠐむことは不Մܽとなͬてき

た。ޙࠓは͍͔ࡉඅ༻の減をਐΊること

で、大きなίετ減ޮՌをڗडするඞཁ

ある。

（2）γεςϜԽのޮՌଌఆ

　γεςムԽによるඅ༻ରޮՌをূݕするඞ

ཁがある。すでにΪϦΪϦのਓһでӦ業ళを

ӡӦするな͔、新たにγεςムをಋೖして

、こΕ以上の৬һ減はࠔになりͭͭあ

る。݁Ռ、ਓ݅අが減Βな͍な͔γεςムಋ

ೖにう݅අの増加のΈがੜ͡るڪΕあ

Ζう。

　たͩしඅ༻ରޮՌのஅにあたͬては、৬

һのҭίετ（例͑、Ӧ業ళࣄにशख़

するたΊのؒ࣌ίετ）をצҊすることがٻ

ΊΒΕるし、中長期తなਓख不をલఏにγ

εςムಋೖをݕ౼するඞཁある。信༻金ݿ

・ցԽػ、するにはݱ上を࣮ੑ࢈Ӧのੜܦ

γεςムԽのଅਐはආけて௨Εな͍ので、૯

߹తなஅがٻΊΒΕる。

ࢪ͠の࣮ݟଓతͳܧ（3）

　৫ԣஅのઐ୲৫をઃஔし期ؒݶఆでܦ

අ減にऔりむ信༻金ݿはଟ͍。ࣗ金ݿの

৫・෩をվֵし、ܦඅ減を࣮ݱするに

はྗڧなϦーダーγοϓのと期ू中ܕの

औΈがޮՌతとΈΒΕる。たͩし、ܦඅ

減のऔΈはӬ続తな׆ಈであり、Ұաੑ

のऔΈでऴΘΒͤてはなΒな͍。ઐ୲৫

がղࢄし数したΒʰ࠶ͼܦඅがͬてし

まͬたʱではҙຯがな͍。また֎部ίンαϧ

ςΟンάձࣾをར༻して、ࣗ金ݿにܦඅ

減のϊウϋウをੵできなけΕޮՌ

減してしまうͩΖう。

　ͦのたΊࣗ金ݿにܦඅ減のϊウϋウを

ੵし、ܧ続తなݟしを࣮ࢪして͍͘ମ੍

をߏஙするඞཁがある。

͓ΘΓʹ　　

　本ۜߦのϚΠφε金རきྔత・࣭త؇

ࡦ（ϚΠφε金རࡦ）が࢝まͬて以降、

信༻金ݿを含Ίた金༥ػ関にରしʮൈ本తな

まりͭͭあڧΊるがٻվֵʯをߏඅܦ

る。ここにきてϝΨόンΫなͲの大ख金༥ػ

関のؒで૯ਓһళฮ数の大نなޮ率Խࡦ
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がු上してきた。ઌのऩӹੑ下のରԠ

ݟ減少なͲをޱけでな͘、中長期తなਓͩࡦ

ӽしたࡦࢪをΈΒΕる。

　信༻金ݿにお͍て、単なるίετ減ࡦ

ではな͘、কདྷをݟਾ͑たੜੑ࢈の͍ߴ৫

ମ੍のసをࢦして͍͘ඞཁがあΖう。

信༻金ݿはίετ減を௨͡ܦӦମ࣭をݻڧ

なのとし、地域にྑ࣭な金༥αーϏεをఏ

　。ΊΒΕるٻし続けることがڙ




